お客様ご相談窓口 


修理•お取り扱い•消耗品や部品ご購入などのご相 
談は、まずお買い上げの販売店にお問い合わせくだ 
さい。 

ご転居やご贈答品などでお困りの場合は、弊社の窓 
□ 「お客様ご相談センタ H にお問い合わせください。 
所在地‘電話番号などは変更になることがあります 
ので、あらかじめご了承ください。 


ホームページのご案内 


部品 • 消耗品 • 別売品のご購入専用ページ 

http://www.zojirushkle-sho 叩 ing.com/ 


お客様ご相談センタ- SS .0570-01 1874 

* t ^ VJU 9 市内通話料金で C 利用いただけます 

受付時間9:00〜17:00月曜日〜金曜日(祝日•弊社休業日«除く） 

• 携帯■話 • PHS • IP ■話など(ナビダイヤルが利用できない■話） 

でのお問い合わせ . Tel (06)6356-2451 

•ファクシミリでのお問い合わせ . Fax (06)6356-6143 

製品の「型名•お問い合わせ内容」と、お客様の「お名前•ご住所•電話 
番号 • Fax 番号」をご S 2 入のうえ、お問い合わせください。 

〒530-0043大阪市北区天満1丁目19番9号 


•お客様からご提供いただく「お名前•ご住所 • 電話番号など」は、製品のアフターサービスおよびその後の安全点検活動のために 
利用させていただく場合がございますのでご了承願います。 


mm 



沸とう電気ポット保証害 [持込修理 I 


取扱説明舍 ♦ 本体表示などの注意音きに従った使用状態で保証期間内に故障した場合には、無料修理いたします。 

製品と本舌をご持参のうえ、お買い上げの販売店にお申しつけください。製品のある場所での出張修理や製品輸送の場合は、 
出張料や輸送料などの実費を申し受けます。 



型名 

CH - DT 10 

修理メモ 

お 

客 

様 

お名前 0 

ご住所〒 


S 買い上げ日 
年月日 

※販売店名•住所 

n 

保証期間 
お翼い上げ日より 

本体 1 年 


※印欄に記入のない場合は無効となりますので、必ずご確認ください。 


1 . ご転居 ♦ ご贈答品などでお貢し让げの販売店に修理をご依頼に 
なれない場合は、弊社のお客様ご相談窓口にご連絡ください。 

2. 保証期間内でも次の場合には有料修理になります。 

(イ）使用上の誤りや不当な修理•改造による故障および損傷。 

(口）お買い上(ブ後の輸送♦移動.落下などによる故障および損傷。 

(ハ）倾，地屋.水害，落雷.その他の预地変、公害- 

塩害，ガス害（硫化ガスなど）、異常電圧，指定外の使 
用電源（電圧 • 周波数）などによる故障および損傷。 

(二）一般家庭用以外（たとえば業務用など）に使用された 
場合の故障および損傷。 

(ホ）車両 ♦ 船舶などに搭載された場合の故障および損傷。 

(へ）本書のご提示がない場合。 

(卜）本書にお買し、上げ年月日，お客様名，販売店名の記入 
のない場合' あるいは字句を香きかえられた場合。 

(チ）消耗品などの38矣。 

象印▽ホ- 1 ン株式会社 

〒53〇-85〗1大阪市北区天満1丁目2〇番5号« (06)6356-2451 


3. 本書は日本国内においてのみ有効です。 

i his warranty is valid only in Japan . 

4. 本害は盗難 • 火災などの不可抗力以外で紛失された場合は 
再発行いたしませんので、大切に保管してください。 


•お客様にご記入いただし〗た記載内容は、保証期間内のサー 
ビス活動およびその後の安全点検活動のために利用させて 
いただく場合がございますので、ご了承ください。 

•この保証吾は、本害に明示した期間*条件のもとにおい 
て無料修理をお約束するものです。したがって、この保 
証害によって保証害を発行している者（保証寅任者）お 
よびそれ以外の事業者に対するお客様の法律上の権利を 
制限するものではありませんので、保証期間経過後の修 
理などについてご不明の場合は、お買い上げの販売店ま 
たは弊社のお客様ご相談窓口にお問い合わせください。 


愛情点検 

長年ご使用の沸とう電気ポットの点検を！ 


なま 

1 

•ご使用中、コード*差込みフラグが 
異常に熱くなる 

•保温ランプに切りかわらないときがある 
•その他の異常や故障がある 

► 

ご 

使 

用 

中 

こんな症状のとぎは、故障や 
事故の防止のため、必ず臟 
店に点検(有料)をご相談くだ 
さい。 


CH - DT 10 型⑥⑥ 


zOjirushi 


沸とう電気ポツト 

1 CH - DT 10 型 

取扱説明書 



參このたびはお買い上げいただき、まことに 
ありがとうございました。 

籲この「取扱説明書」をよくお読みのうえ、 
正しくお使いください。お読みになったあ 
とは、大切に保管してください。 


保証書つき 


=6<じ 


お使いになるまえ I 


安全上のこせ意 . 2 

各部のなまえと扱い方 . 4 


使い方 


湯をわかす . 5 

湯を注ぐ . 6 

残り湯をすてる . 6 

@だき防止 . 6 


お手入れ 


お手入れ . 7 

クエン酸洗浄(ピヵボット) . 7 

部品の交換•購入について . 8 

•内ぶたパッキンの交換 . 8 


たとぎに 


商品 Q&A . 8 

故障かなと思ったとき . 9 

仕様 . 9 

アフターサービス . 9 

お客様ご相談窓口 . 裏親 

保証胃 . 裏麵 














































































安全上のご注意 


必ずお守りください 


お使いになる人や他の人への危害、財産への損害を未然に防止するため、必ずお守りいただくことを 
説明しています。 


■誤った使い方をしたときに生じる危険や損害の程度を、次の区分で説明しています。 

A 死亡や重傷に結びつく恐れが 

a ある内容です。 

A ^ A 軽傷または家屋•家財などの損害に 1 
結びつく恐れがある内容です。 

ノ 

■お守りいただく内容を、次の区分で説明しています。 

^してはいけない「禁止」内容です。 

Q 実行しなければならない「指示」内容です。 


A 霤告 


分解 mit 


改造はしない。また修 
理技術者以外の人は分 
解したり修理をしない 

火災•感電♦けがの原因にな 
ります。修理はお買い上げの 
販売店または弊社のお客様 
ご相鹏口にご相談<ださい。 


赖 niit 

水につけたり、水をか 
けたりしない 
流し台など水にぬれた 
場所に圏かない 

ショート•感電の恐れが 
あります。 

⑱ 
ぬれ我 lit 

ぬれた手で差込みブラ 
グを抜ぎ差ししない 

/ 蒸気口に触ったり、手 
胃 や顔を近づけない 

接触 禁止 やけどをすることがあります。 

特に乳幼児にはさわらせな 
いようご注意ください。 

0 

禁止 

蒸気口をふきんなどで 
ぶさがない 

湯がふきこぼれ、やけどの 
恐れがあります。 

0 

禁止 

子供だけで使わせたり、 
幼児の手の届くところ 
で使わない 

やけど•感電•けがをする 
恐れがあります。 

Q 

禁止 

V 

ポツトを転倒させない 

湯が流れ出て、やけどの恐れ 
がぁります。 


0 

禁止 


潢水表示以上の水を入 
れない 

湯がふきこぼれ、やけどの 
恐れがあります。 

満水额 



0 本体を抱きかかえたり、 
傾けたり、ゆすったり、 
禁止 上ぶたを持って移動や 
排湯をしない 

本体を傾けたり倒したりする 
と注ぎ口や蒸気口から湯が流 
れ出て、やけどの恐れがあります。 


0 

禁止 


上ぶたを勢いよ < 閉めない 

湯がふぎこぼれ、やけどの 
恐れがあります 0 


0SS 


禁止 


100▽以外では使 
しない 

火災•感電の原因になります。 


0 

禁止 


コードを傷つけない 

麵に曲げたり'引成ったり、 
ねじったり、たぱねたり、局温 
部に近づけたり、重いものを 
のせたり、挟み込んだり、加 
ェしたりするとコードが破損 
し、火災•感電の原因になり 
ます。 


0 コードや差込みプラグ 
が傷んだり、コンセント 
禁止の差し込みがゆるいと 
きは使用しない 

感電•ショート•発火の原因に 
なります。 

塞込みプラグ コンセント 


コ—ド 



Q 氷を入れて保冷用に使 
わない 

狭止結露が生じ、感電♦故障の 
恐れがあります。 


0 

禁止 


水以外のものを入れたり、 
わかしたりしない 

泡立ちが起こり、内容物が 
ぶき出してやけどの恐れが 
あります。 

また水路が詰まったり内容 
器の焦げつきや腐食の原因 
になります。 

♦牛乳*酒•スープ•備長炭 • 
ティーパツグ•お茶の葉 
♦インスタント食品の調理 
■レトルト食品のあたためや 
食材をポリ袋などに入れて 
加熱する調理 


0 


マグネットプラグの先端 
にビンなど 金属片 やごみ 
禁止を付薄させない 

感電ショート•発火の原因に 
なります0 


お買い上げの製品と本霤に記載したイラストは異なることがあります。 
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△蓄告 


マグネットプラグをなめ 
させない 

感電やけがの原因になります。 
特に乳幼児にはさわらせない 
よぅご注意ください。 

A 上ぶたは確実に閉める 

倒れたときに湯が流れ出て 
ず やけどの恐れがあります。 

A 差込みプラグの刃（プ 
V ラグの先端）および刃 
必ず_ の取付面にほこりが付 
篇 している場合はよく 
i 3 i < 

火災の原因になります。 

A 差込みプラグはコンセント 
V の奥までしっかり差し込む 

ぬず_感電♦ショート•発煙•発火の 
原因になります。 

A 内ぶたパッキンが白く 
W 変色したら交換する 

ぬず_傾けたり誤って倒したときに 
湯が流れ出てやけどの恐れが 
あります。 

A 異常•故障時には直ちに使用を中止する 

そのまま使用すると発煙*発火*感電♦けがに至る恐れがあります0 
必ず実施 <異常•故障例> 

_差込みブラグ，コードが異常に熱くなる 

♦コードに傷がついたり、触れると通電したりしなかつたりする 

■本体が変形したり、異常に熱い 

■本体から煙が出たり、焦げ <さいにおいがする 

♦本体の一部が割れたり、ゆるみやがたつきがある 

瘦1気が1〇分以上出続け、保温に切りかわらない 

このような場合は、すぐに差込みプラグを抜いて、販売店に必ず点検•修理を依頼する」 

A 定格 15 A 以上のコンセ 
V ントを単独で使ぅ 

10ず^他の器具と併用すると分岐 
コンセント部が異常発熱して 
発火することがあります。 

V 

A 注意 

/ 上ぶたを開けるとき、出 
響 る蒸気に触れない 

やけどの原因になります。 

/Ov 湯わかし中は、湯を注がない 

湯が飛び散りやけどの原因に 
^ なります。 

/ Oi 熱源のそばや IH 調理 器 
Vs ^ V の上で使用しない 

禁止火災•故障の原因にな D ます。 

at 使用時以外は、差込みプ 
ラグをコンセントから抜< 

プラグを抜くけがややけど、絶縁劣化による 

使用中や使用後しばらく 
^ は高温部に触れない 

やけどの原因になります。 

/ C \ 壁や家具の近くで使わない 

vly 蒸気また1嫌で壁ゃ家め' 

供±変色•変形の原因になります。 

A お手入れは冷めてから行う 

胃罗高温部に触れ、やけどの恐れ 
必ず実施があります。 

◊ 専用の S 源コード以外 
は使用しない 

禁止 ® 源コードは他の機器 
に転用しない 

また海外仕様の電気製 
品に使用しない 

c 故障*発火の恐れがあります。 

/< r \ 不安定な場所や熱に弱い 
敷物の上では使用しない 

^ ^火災の原因になります0 

A 差込みプラグを抜くとき 
H は、コ-ドを持たずに必 
ず先端の差込みプラグを 
持って抜く 

感電やショートして発火する 
ことがあります。 J 

/0\ 本体を持ち運ぶときは、上 
/ ぶ te 開閉つまみに触れない 

» it 上ぶたが開いてけがややけど 
をすることがあります。 


お明い 

■落とす、ぶつけるなどの衝撃 
を与えない 

故障•破損の原因になります。 

■ラジオなどの近 < で使わない 

ラジオ•テレビ‘無線機，インターホンなど 
への影 g のないところまで離して使って 
ぐ[•さい0雑音が入る恐れがあります0 

■本体を引きずって移動しない1 

机などに傷がつく恐れがあります。 

■他の電気機器に蒸気が当た 
る場所では使用しない 

蒸気により、電気機器の火災 • 故障 • 

変色•変形の原因になります。 

■キッチン用収納棚などの上で湯 
わかしをする場合、蒸気が天井部 
分に当た 6 ないように注意する 

変色や変形の原因になります。 

■凍結する恐れのある場所に 
長時間*源を切って放圏す 
る場合は、必ず内容器内の水 
を完全にすてる 

凍結による故障の原因になります0 

■ランプ部に湯がかからないよ 
うに注意する 

故障の原因になります。 

■空だきはしない 

火災♦故障の原因になります。 
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各部のなまえと扱い方 



上ぶた開閉つまみ 

プッシュポタン 


蒸気口 


參湯わかし時に蒸気 
が出て高温になる 
ので注意してくだ 
さい。 




内容器 




満水表示 

(△ここまで) 


注ぎ口 


ここから湯が出る 

給水表示 


内ぶたパッキン 


•内ぶたパッキンが白く変色 
したら交換してください。 
(有償) — P .8 

傾けたり誤つて倒したとき 
に、湯が流れ出てやけどの 
恐れがあります0 


八ンドル 


•必ず表示以上水を入れて 
<ださい。 




「沸とう」ランプ 


プラグ差込み口 

マグネットプラグを差し込む 

「保温」ランプ 




マグネットプラグ 

コ-ド 


差込みプラグ 


• os の際には]-ドを束ねている結束^ドは 
はずして <ださい。 

•コードねて朗しないでく/ £* い0 

(コードゎ場 K なり、故障の原因になります。） 
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湯をわかす 


1 


使いはじめは 


上ぶたを関け、別の容器で水を入れる 


上ぶたは開ききった 
状態で、倒れてこない 
ように固定できます。 



プラスチックなどの 
においがすることがあり 
ますが、ご使用とともに 
少なくなります。 


籲初めてお使いに ft るとき 

いにならなかつたとき 

一度湯をわかし、湯をすててからご使用ください。 

_5 ネラルウオーターの使用について 

一部の5ネラルウォーターを使用すると、水面に細かな浮遊物 
や内容器に乳白色のザラザラしたものがつく場合があります。 
これは水の成分(ミネラル分〉であり、有害ではありません。 


2 




籲蛇口から水を直接入れたり、流し台に釅いて底面をぬらさない 
でください。（本体に水が入り故障の原因） 

_本体に水がかからないように注意してください。 

(水が入り故障の原因） 

• 「満水表示」以上、水を入れないでください。 

(湯が注ぎ口から飛び散り、危険） 

參水以外のものは入れないでください0 
鲁市販の水質改質材(炭など）やミネラル添加材を入れて使 
用しないでください。（かけらが詰まり故障の原因） 


上ぶたを閉め、プラグを接続する 


プラグを接続すると「沸とう」ランプが点灯し、自動的に湯わかしが始まります。 



3 湯わかし—保温 



湯わかしが終わると「保温」ランプが点灯し、保温に切りかわります。 


保温中「沸とう」ランプが点灯し、再度湯わかしをすることがありますが、 
故障ではありません。 


湯わかし中および保温中は、本体が熱くなりますので注意してください。 

1 " , 11 ' ^ - " | m - 、 



寵 約15分、 

(室温2310、水温2310、満水の場合) 


籲やけどの恐れがありますので、 
以下の内容をお守りください。 

-蒸気口にぶぎんをかけない 
• 蒸気口から出る蒸気に注葸する 
. 沸とうランプ点灯中は上ぶたを開 
けない 

♦ 湯わかし中は湯を注がない 


籲保温中に湯が少なくなったら水を 
つぎ足してください。 

(自動的に湯わかしが始まります） 

ただし、つぎ足す水の量が少ないと 
湯わかしにならなし)場合があります。 
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湯を注ぐ 


プラグをはずし、八ンドルを持って傾けて湯を注ぎます。 


ブツシ11尔シツの]^！;〕方 


注ぐとき 


ような状態にすると注げます。 


fe どすとぎ 


ちう一度プッシュポタンを押し、 
図のような状態にもどします。 

V J 




♦保温するときは再度プラグを 
接続して<ださい。プラグを 
はずすと保温でぎません。 


— -- 

餐ブッシュボタンをもどした状態 
であっても、本体を傾けたり、ゆ 
すったり、転倒させたりすると 
注ぎ口より湯が出ることがあり 
ますので絶対にしないでくださし\〇 


残り湯をすてる 


1 

プラグを抜く 


—— 


^八ンドルを持ち傾けて湯をすてる 


- 、 

春ぬれた手で差込みプラグやマグネツ 
トプラグを持たないでください。 

(ショート.感電の恐れ） 

_上ぶたを閉めた状態で残り湯をすて 
てください。（やけどの原因） 

鲁注ぎ口からのしずくが手にかからな 
いよう注意してください。 

(ゃけどの原因） 

籲八ンドル•プラグ差込み口に湯がかか 
らないよう注意してください。 

(やけど.故障の原因） 



餐1日1回は残り湯をすててください。 

(水アカの付着の原因になります。） 


空だき防止 


消 XJ 


給水表示以下でプラグを接続した場合、過熱 
による故障を防ぐため 
に空だき防止機能がは 
たらいて、湯わかしヒ 

ーターへの 通電を止め 
ます 「沸とう」ランプが消灯、 


^ 4 ^ 




「保温」ランプが点灯 


プラグを抜いて、内容器が十分冷めて 
から水を入れ、再びプラグを接続する 
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お手入れ 


必ずプラグを抜き、残り灞をすて、本体が冷めてか5 
行ってください。 


參庭が ftn た状鼸で№3¢逆さまにして乾«させないでください。（内部に水が入故障•さびの願 B ) 

參シンナー•ベンジン•みがき粉•たわし類(ナイロン-金属製など）•漂白剤などを使わないでください。 
(内ぶた、内容器が傷つく原因） 

^ 參食器洗い乾燥機.食器乾燥器を使用しないでください0 (樹脂の変形の原因） 

參長期間使用しないときは、十分乾燥させて、ニオイがつかないようにし、ポリ袋などに入れて保管 
してください。 


本体•上ぶた 


織鎞卿で 


鲁丸洗いは絶対にしないでください。 
(内部に水が入り、故障 • さびの原因） 


内ぶた 


ぬれた柔らかいスポンジ 
でぶき取る 


定期的にクエン雄洗浄を 

する —下記参照 


このよ3なときに… 


_赤さび状の斑点（もらいさび）がある 
籲乳白色•黒色などの変色•膜状のものが浮遊している 

，使用される水質や湯わかしの回数に よって） 
k 汚れの状態は違って芒ます。 ) 





e いた柔5かい布で汚れ 
をぶき取る 



1〜3力月に1回は クエン酸洗浄 （ピカ朮ット) 


# T 75) 泡立ち、ふきこぼれ防止のため弊社のピカポット C ポット内容器洗浄用クエン酸）をお使い 
ください。（別充品） — P .8 


7 コップにクエン酸 30g を入れて、ぬるま湯で溶かし、内容器に水といっしよに 
満水表 7F( he こまァ ) まで入れる 


P 上ぶたを閉めプラグを接続して湯をわかし、約1時間保温する 


3 プラグをはずして湯をすてる 


4 内容器および注ぎ口部をすすぐために水だけをわかし、上ぶたを閉めた状態で 
湯をすてる 


癱水は満水表示以上入れないでください。 參アルカリイオン水をご使用になる場合は 

(ふきこぼれる恐れ） 内容器にカルシウムが付着しやすくなりま 

す。また、内容器に付着した水アカなどの 
鑄汚れが落ちにくい場合は、繰り返しクエン酸洗浄を 汚れをそのままにしておくと、湯わかしの 

してください0 音が大きくなります。 






















































































部品の交換 • 媾入について 

參損傷した場合は、新しい部品と交換（有料） 

してください。 

鲁消耗品は保証期間内でも「有料」とさせて 
いただきます。 

鲁お買い求めの際には製品の型名および部品 
名をご確認のうえ、お買い上げの販売店で 
お求めください。 

(ホームページでのご購入は裏表紙参照） 


部品名 部品番号 


消耗品 

内ぶたパッキン 

626053 -00 

別売品 

翻コード 

CD - KD 07 ^J 

ボット内容器洗浄用クエン酸 
ピカポット （30 gX 4 SA ) 

CD - KB 03 -J 


内ぶたバッキンの交換 内ぶたパッキンは消耗品です。1年を目やすにご確 B ください。 

新しい内ぶたパッキンは、ぬれた柔らかいスポンジでふいてから取りつけてください。 


はずし方 


① 3¢：のネジをゆるめる 

② 内ぶたパッキンをはずす 


白溫您, 


新し 溢^溫 r ) ど 


( - 


_ネジは上ぶたからはずさないでください。万一 
はずれた場合、ネジをなくさないでください。 


〇け方 


① 内ぶた外周に、内ぶたパッキンを図の 
通りきっちりとはめ込む 

② ネジを確実に締めつける 


擊内ぶたをはずした場合は、 
正しく取りつけてください。 



内ぶたパッキンが白く変色すると、傾けたり誤って倒したときに、 
上ぶたと本体のすき間から湯が流れ出てやけどの恐れがあります。 


商品 


水以外のものを入れてもいい k 
のですか？ ， 

故障の原因や、入れたちのが A き出してやけどの恐れがあります。 

水以外のものは入れなしヽでください。 

毎日湯はかえないといけない‘ 
のですか？ r 

水アカ付苗の原因になりますので、1日1回は、残り漏をすてて 
<ださい。 

ミネラルウォーターを使用し1 
てちいいのですか？ r 

一部のミネラルウォーターを使用すると、水面に細かな浮遊物や 
内容器に乳白色のザラザラしたものがつく壜合があります。これは 
水の成分（ミネラル分)で®り、有害ではありません。 

アルカリイオン水を使用して k 
もいいのですか？ r 

アルカリイオン水をご使用になると、内容器にカルシウムが付着 
しやすくなります。まめにお手入れをしてください。 

クエン酸洗浄中に湯を飲んで k 
しまった！！ r 

クエン酸洗浄剤に配載されている内容に従ってください。 


M 2 

► P .6 

► P .5 

► P .7 
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故障かなと思ったとき 


細^99される前に、 
一度お篇ベください。 




通竃 しない ! 

/T 沸とう」ランプ \ I 

kr 保温」ランプがつかないノ 1 

^プラグがはずれていませんか 

■ X プラグを差し込んでください。 ) 

r マグネットプラグの先 Mi に金属片やご 
‘みが付着していませんか？ 

► 

金属片やごみを取り除いてください。 

v J 

湯がわかない | 

(「沸とう」ランプに切りかわらない） ! 

湯 (501 C 以上)を入れていませんか？ 


水または低温の 濡 を入れてください。 

V ) 

湯が注ぎ口や蒸気口から飛び散る 

Y 水を满 71 ^以 ±A れていませんか？ ] 

► C 水を満水表示以下に減らしてください 。 j 


保温中に再度湯わかしを關始する 中に湯温が約 8 CTC 以下になると、再度湯わかしを開始しますが、故障ではありません。 


上ぶたの樹脂部品について 


•上ぶたの樹脂部品は、ご使用にともない傷んでくる場合があります。食品衛生上安全な材料を使用 
していますが、樹脂部品が変色したりザラザラしてきた場合は、交換(有料修理）してください。 


仕様 


•消費電力置とは、日本電機工業会自主 
基準による測定の場合です。 

(室温2313、湯わかし2回/1日、保温23 
時間/1日、365日/年間） 


♦特定地域(高い山•厳寒地)においては、 
所定の性能が確保できないことがあり 
ます。こうした場所での使用はなるべく 
おさけください。 


籲この製品は、日本国内交流10 0 V 専用に設計されています。電源電圧や電源周波数の異なる外国では使用できません。 
また、アフターサービスもできません。 

This appliance was designed for use in Japan only where the local voltage supply is AC 100 V and should not be 
used in other countries where the voltage and frequency vary . After sales-service for this appliance is not 
available outside of Japan . 


型 

名 

CH - DT 10 

定格 

容置 

1.0 L 


源 

交流 10 0 V 50/60 HZ 

消費 

m 力 

430 W 

消霣鼉力屋 

年間 

200 kWh / 年 

1日当たり 

0 55 kWh / 日 

コー ド C 

3 畏さ 

1.4 m 

I 外形寸法（約 cm 〉 

幅 15 X 奥行 2 IX 高さ 23.5 

質量（コー 

ド含む） 

約 1.2 kg 


アフターサービス 


1. 保証音の内容のご確認と保管のお願い 

必ず「販売店印およびお買い上げ日」をご確認のうえ、お買い 
上げの販売店から受け取り内容をよくお読みのうえ次切に保 
管してください。 

2. 保証期間は、お買し、上げ日より1年間 

ただし、内ぶた K ッキンは消耗品のため、保証期間内でも「有料」 
です。 

3. 修理を依頼されるとき 
《保証期間中》 

製品に保証軎を添えて、お買い上げの販売店にご持参ください。 
保証書の記載内容に基づき修理いたします。 

《保証期間を経通しているとき》 

修理すれば使用できる製品は、ご要望により有料修理いたします。 


4. 補修用性能部品％の保有期間は、製造打ち 
切り後 5 年間 

※性能部品とは、その製品の機能を維持するために必要な部品 
です。 

5. 修理料金の仕組み 

修理料金は、技術料，部品代♦出張料などで構成されています。 

「技術料」 は、診断 • 故障箇所の修理および部品交換♦調整 • 修理完了 
時の点検などの作業にかかる費用です。 

IB 品代 J は、修理に使用した部品および補助材料代です。 

「出張料」 は、製品のある場所へ技術者を派道する場合の費用です。 

■お客様 C 自身での•分解や改造は絶対にしないで 
ください。 
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